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京都学・歴彩館では、京都について学ぶ楽しみを広げる目的で、毎週木曜日に「京都学ラウ

ンジ ミニ講座」を開催しております。この度１１月７日（木）～１１月２８日（木）にかけ

て「室町時代の細川氏と京都」と題して、４回開催しましたので、下記のとおり報告します。 

 

記 

■ 日  時  ２０１９年 １１月７日・１４日・２１日・２８日 

        いずれも木曜日１３：３０～１４：００  

■ 会  場  京都府立京都学・歴彩館 京都学ラウンジ 

■ 参加者数  ４６名（７日）、５５名（１４日）、４７名（２１日）、５８名（２８日） 

合計 ２０６名 

■ 内  容 講師 京都府立京都学・歴彩館京都学推進課 川口 成人 

「室町時代の細川氏と京都」（全４回） 

第１講 都会に生まれて－京都人細川氏－ 

第２講 頼れる叔父さん－細川持賢と細川勝元 

第３講 お手並み拝見－細川氏と室町文化－ 

第４講 たしかな足跡－細川氏ゆかりの地を歩く－ 

■ 講座の様子 

歴史に名を残す人がいる。室町時代、武家政権のトップである足利将軍家（室町殿）もそ

の一つである。歴史に名を刻む人とは個人的力量だけではなく、その人を支える有能な人に

恵まれている人ということもある。室町殿を支えた有名大名、細川氏が今月ミニ講座の主役

である。 

細川氏は、京都にあって室町殿を支える管領として歴史に名を残してきた。その細川氏の

来歴や細川一門の広がりについての第１講。有名な細川勝元にも彼を支える頼もしい人がい

た。叔父さんの細川持賢である。あまり知られていない持賢の活躍についての第２講。室町

時代の大名は、分国に下向することは稀で、在京して活動していた。分国と京都の間を被官

が往来し、その結果、地方においても在京大名の影響を受けた文化が華開いたのである。細

川氏が室町文化の担い手としてどのような活躍をしたのかについての第３講。そして、細川

氏の足跡を訪ねた第４講。様々な観点から室町時代の細川氏について講義があった。内容は

多岐にわたり、室町時代の特徴についてもうかがい知れる内容であり、各回多くの参加者を

得て、好評を博した。 

        

 


